


 

５．林業人材育成のあり方を考えるうえでの課題 

（１）森林資源の適切な利用と保全に向け、先進的・革新的な林業経営を実践する人材が必要 

（２）中山間地域の活性化を図るため、地域の担い手としての人材が必要 

（３）既就業者を中心に効果的に人材育成を図るため、働きながら学べる環境を整備する必要 

（４）国などの既存の人材育成施策等と連携しながら、効率的・効果的に人材育成を図る必要 

（５）林業関係者だけでなく、産学官が連携し、オール三重で林業人材の育成に取り組む必要 

 

● 第６章 林業人材育成のあり方  

１．林業人材育成の基本的な考え方 

林業人材育成のあり方としては、 

・既就業者などを対象に、働きながら学べる 

・人材の役割に応じた効果的な能力開発を進める 

仕組みを構築することを基本とする。 

（１）育成の対象と目指す人材 

①育成対象の中心は、既就業者 

②先進的、革新的な林業経営の実践者や中間マネジメント人材を中心とした育成 

③林業の知識や技術の習得だけでなく、地域振興の視点を持った人材を育成 

（２）人材育成の方法 

①既就業者が働きながら学べる体制の構築 

②既存の研修事業等と連携・補完等した研修の実施(他府県の林業大学校との連携を含む) 

③多様なニーズに対応した学びの場の提供および研修効果等を検証する仕組みの構築 

④県内の特徴ある森林・林業、製材工場等の研修フィールドとしての活用 

⑤研修修了後におけるサポート体制の整備 

（３）人材育成の推進主体 

①産学官などが連携した組織を設置し、林業関係資源や既存施策等を活用しながら、人材

育成を推進 

②ＰＤＣＡのマネジメントサイクルに基づき、人材育成を推進 

３．三重県における林業人材育成機関の考え方【みえ森林・林業アカデミー（仮称）】 

①国や民間等の既存の人材育成事業等と連携・補完・協創しながら、三重県として系統立

てた研修を行う、「みえ森林・林業アカデミー（仮称）」を創設する。 

②「緑の雇用」等と連携しながら就業後における研修の充実を図るとともに、先進的・革

新的な林業経営を実践できる経営者やマネジメントできる人材の育成を図る観点から、育

成対象は既就業者を中心とする。 

③既就業者の人材育成については、育成対象を区分し、プレーヤーに加え、人材育成の必

要性の高いディレクターやマネージャーの育成も図る。 

④就業前の人材育成については、産官連携の研修や民間の研修、または他府県の林業大学

校と連携し育成を図る。 

⑤三重県の特徴ある森林・林業をはじめ、製材技術等を学ぶため、三重県全体を研修フィ

ールドとして研修等を実施する。 

⑥「みえ森林・林業アカデミー（仮称）」を効果的に運営しながら、人材育成を図るため、

各研修の実施主体や林業関係者、さらには人材育成を支援するさまざまな団体等からなる

産学官連携組織（コンソーシアムなど）を設置する。 

 

注）当該資料は、「三重県林業人材育成方針」から抜粋して作成しています。 


